平成29年度特定非営利活動に係る事業報告
特定非営利活動法人はぁもにぃ
１　事業実施について
全体
　法人設立10周年目となる29年度は、主事業である障害福祉サービス事業「放課後等デイサービス（当初は日中一時支援（放課後対策型）」も開始から10年を迎え、また「就労継続支援事業Ａ型」も5年目を迎えることができた。設立理念はそのままに、発達及び知的障碍の特性を抱えた当事者やその家族が、誤解や偏見を受けることなく、ありのままを認められ、受け入れられ、理解される環境（人・場所）を地域コミュニティの中に確立・構築していくため、必要な支援（サービスの提供）及び普及・啓発活動を引き続き行った。
　経営については、前年度から福祉事業の減収（放課後等デイサービス事業の1日あたりの利用児童数の規制による）が続き、5月に国民政策金融公庫から運転資金として500万円の融資を受けながら、理事会（月2回）を中心に部門ごとの改善計画を立て、各部門ごと経費削減及び収益増のための取り組みを行った。特に就労事業は販路拡大のため、29年3月より常勤営業職員を登用）、就労事業の黒字化はできたが、法人全体として黒字化することができなかった。
　
Ⅰ障害福祉サービス事業
　①放課後等デイサービス事業
10周年目にあたる29年度も基本姿勢は変えず、ここ5年ほど中高生に特化したデイサービス提供事業所として、他事業所との差別化をはかり、大人になる前の大事な時期に獲得すべき力を身に着ける支援の場として、引き続き、利用児童の個々の特性を理解し「よりよい生活をしていくためのソーシャルスキルアップ」「豊かに人生を過ごせるようにするための趣味の獲得」及び、「社会活動を通して地域コミュニティへの参加」を主な課題とし、サービス提供内容のさらなる充実に努めた。
　土曜日デイサービスの活動は、新たな講師を招き、「からだクラブ」「あとりえクラブ」（いずれも月1回実施）として、障碍程度によらず参加する利用児童達がからだつくりや創作活動など楽しめるプログラムとした。
　夏休み等長期休暇中しか利用できない、逆に長期休暇中は利用しない定期利用児童が増えてきたことから、サマープログラム等長期休暇に特化したサービス提供を行い、長期休暇のみの利用児童の積極的受け入れを行なった。
利用児童の健全な育ちをサポートしていくため、地域、また学校を始め様々な支援機関との連携も引き続き行った。29年度も、就労継続支援はぁもにぃと連携を取り、デイサービス利用高等部2～3年生の希望調査を行い、就労継続支援はぁもにぃで職場実習や就労につなげた。
　利用児童及び家族へのアンケート、面談でもサービスに対する満足度は高く、29年度も卒業する
児童及び家族から「利用をできて、本当に良かった」との声を多くいただくことができた。
しかしながら事業計画では29年度なるべく早期（6～7月）にデイ事業所に併設した日中一時支援事業所を開業し、デイ卒業生の土曜プログラムへの参加など可能にし、卒業後も継続的支援が行える体制を整えていくことを目指したが、職員増員が難しく実施を見送ることとなった。

　②就労継続支援事業（A型）
　　デイサービス第５期卒業生1名と、千葉市キャリアセンターからの依頼で一般就労経験者1名を引き受け、総勢12名となった（雇用有6名、雇用無6名）利用者に対し、雇用有は千葉県最低賃金（9月までは時給842円、10月以降は時給868円）以上、雇用無は日当2000円以上の支払いを目標とし実施した。
雇用・非雇用の判断及び支払報酬額の決定に際し、より公平な評価かつ利用者及び家族の納得できる評価制度を導入し、年間を通しアセスメントを行い、全員が適切かつ望ましい処遇で働くことができるよう取り組みを行った。
　前年度末のモニタリングでは全員が継続利用を希望。生涯（長期）雇用型のＡ型事業所として
利用者達が成長できる支援体制、ひとりひとりの能力・適性に合わせた仕事作り等の取り組みを29年度も継続して行った。さらに、利用者の能力・適正に合わせた作業分担を行い、全体で成果を上げていく体制をとると共に、本人達が見通しを持ち、安定した状態で仕事ができる環境つくりも継続して行った。
Community　Cafe♭（ふらっと）においては、１名の精神障碍者（専従）、3名の知的障碍者（専従1名、工房等兼務2名）という体制のもと、店内での業務だけでなく、出張販売など店外での業務も増やし、それぞれの特性、適正を生かし力を発揮できる場と機会を増やしていった。

お菓子工房　はぁもにぃにおいては、3名の知的障碍者（専従）に対し、主力商品を利用者が主体で作業できる商品としていったことで、安心して任せられる作業が増えたともに、できるようになったことが大きな自信につながり、前年度一定の成果を上げることができたことから、本年度もその取り組みを継続して行った。

はぁもにぃ養蜂部＆はぁもにぃ農業部においては、3名の知的障碍者（専従1名、♭兼務1名、清掃兼務1名）前年度実施した農作業における「25分作業5分休憩」とそ天候や気温を考慮した作業を組み立てにより、負担が少なく集中して作業に取り組むことができたことから、農業部だけでなく、養蜂部においても同様の取り組みを継続して行ったが、作業に対する集中力や持久力も上がってきたことから、年度途中から「30分作業5分休憩」に切り替えた。違和感なく移行ができ、作業時間を増やし工賃・賃金アップにつながった。

　前年度から鎌取コミュニティセンター（指定管理会社：京葉美装）において、協力事業体として清掃業務の一部を委託作業として引き受けていたが、前年度2月から29年度8月までは指導員確保ができず中断していた。8月以降は2名の知的障碍者（専従1名、養蜂部＆農業部兼務1名）が
1～3階のエントランス及びフロア清掃を担当することとなり、センター職員やお客様からも温かい
声かけをしていただきながら、業務にあたることができた。


♭及び工房所属で事務職にあたる精神障碍者（専従2名）は、作業能力は高く、任せられる仕事は多いが、ストレスに非常に弱いため、作業量や作業内容について随時話し合いながら、無理なく
作業を遂行できるよう体制つくりを行い、力が発揮できるよう支援を行った。

　29年度は単なる働く場としてだけでなく、充実した時間が過ごせるよう季節行事や誕生会等イベントも年間スケジュールを立て実施し、利用者達からも喜びの声を多数聞くことができた。
　29年度も市立養護学校等在校生（デイ利用2～3年生）の実習受け入れを積極的に行い（デイサービスアセスメント時に希望調査を行う）、部門間で連携し長期的支援を行っていったほか、市内特別支援高等学校からの依頼を受け、高校3年生の実習受け入れを行い、デイ利用児童1名と特別支援高等学校生1名の30年度4月からの受け入れが決まった。


③障害者就労移行支援事業
　放課後等デイサービス→就労継続支援の間に、働くという選択肢以外に、長い将来について、自分自身と向き合い、じっくり考える場、成人として身に着けておくことが望ましいマナー、コミュニケーション、ソーシャルスキル獲得の場、学生生活の延長として、楽しみながら、色々な学びや実践を行う場としての就労移行支援事業所の開業（9～10月）を目指したが、職員確保ができず実施することができなかった。

　
④グループホーム事業
　施設運営企画準備について検討を行った。

⑤送迎支援体制整備
　就労支援及び就労移行支援事業における送迎体制の整備（送迎車両及び送迎者の確保）について検討したが、職員確保が難しいため実施をしないことに決定した。
Ⅱ就労事業
　29年4月より、A型事業の指定基準がより一層厳しいものとなり、A型事業で行う就労事業の
完全黒字化が必須事項となった。はぁもにぃでは就労事業は毎年売り上げ及び収益を上げ、前年度から売上から経費を引いた粗利≧利用者賃金・工賃の達成ができるようになった。しかしながら毎年利用希望者は増え、可能な限り受け入れを行うことを目指し、さらなる売り上げ増（収益増）のため、新たな専門職（営業）配置を行い、目標売上（収益）達成のための取り組みを行った。
1 Community　Café　♭（ふらっと）
施設見学やランチ予約、仕出し弁当、出張販売（病院、老人ホーム等）活動及び♭オリジナル商品（ボトルフラワー）製造販売等新しい仕事の創出及び売り上げ（収益）確保の取り組みを行い成果を上げることができた。

②お菓子工房はぁもにぃ
平日出張販売、イベント販売回数の増加、ギフト需要の増加、スィーツギフト会員の増加等に伴
い生産量及び売り上げ（収益）を上げることができた。

2 はぁもにぃ養蜂部＆農業部
　同上。加えて、新たな販路として千葉県内名門ゴルフ場様での販売や、資生堂パーラー銀座本店様サロンメニューではちみつが使われるなど、年度終盤増加したことにより、売り上げ（収益）を上げることができた。
　農業部は夏にトマト、冬に芋など、次年度に向けて収穫が見込める目算が立ち、ムラサキ芋は
（株）ZETTON様より、次年度まとまった数量仕入れてもらえることが決まった。
Ⅲ相談支援事業
　1億総うつと呼ばれる現在、当事者や家族だけでなく、地域住民の方たちなど、悩みを抱え、話を聞いてくれる人や場を求める人は増える一方である。29年度も継続して、利用児童や利用者及びその家族だけでなく、求める人たちに、場として♭を活用してもらった。
Ⅳ普及・啓発活動
　真の「半径20Kmのノーマライゼーション」が進められるように、丁寧な活動の組み立てをして行った。また、一緒に取り組んでいく仲間作りに努めた。
10周年記念行事として、普及・啓発及び交流イベント「はぁもにぃフェスティバル１０th」の実施を予定したが、業務多忙のため実施ができず、次年度に見送ることとした。
